
(57)【要約】

【課題】この発明は、簡便にして容易に関節の高精度な

固定・解除操作を実現し得るようにすることにある。

【解決手段】多関節からなるアーム１２ａ，１２ｂ，１

２ｃと、アームに設けられ医療器具としての内視鏡１７

を保持する保持部１５と、少なくとも２つの入力手段と

してのスイッチ１８，１９と、前記スイッチ１８，１９

の操作信号に基づいて前記アームを制御する制御部とし

てのスイッチ検出回路３１とを備えた医療器具保持装置

において、スイッチ検出回路３１は、前記スイッチのい

ずれか一つの操作信号が所定時間操作された場合、残り

のスイッチの操作信号によって成立する動作を制限する

ことを特徴とする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、
　 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部 と 、
　 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、
　 前 記 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制 御 す る 制 御 部 と
　 を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず れ か 一 つ の 操 作 信 号 が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合 、 残
り の 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に よ っ て 成 立 す る 動 作 を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 器 具 保 持
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 操 作 者 が 把 持 し て 前 記 ア ー ム を 操 作 す る 保 持 部 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 保 持 部 に 保 持 さ れ た 医 療 器 具 を 移 動 可 能 な 状 態 と 移 動 不 能 な 状 態 に
切 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の 入 力 結 果 に 基 づ い て 動 作 を 制 限 し た と き 、 操 作 者 に 報 知
す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 器 具 保
持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、
　 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部 と 、
　 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、
　 前 記 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制 御 す る 制 御 部 と
　 を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず れ か 一 つ の 操 作 信 号 の み が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合
、 操 作 者 に そ の 状 態 を 報 知 す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 医 療 器 具 保 持 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 脳 神 経 外 科 に お け る 外 科 手 術 な ど に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 等 の 各 種 の 医
療 器 具 を 保 持 す る 医 療 器 具 保 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 医 療 器 具 を 支 持 す る 医 療 器 具 保 持 装 置 は 、 多 関 節 ア ー ム に 医 療 器 具 を 保 持 す る
保 持 部 を 有 し 、 関 節 部 に ア ー ム の 回 動 を 固 定 ・ 解 除 す る ブ レ ー キ が 装 備 さ れ た も の が 知 ら
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 医 療 器 具 保 持 装 置 は 、 例 え ば 内 視 鏡 を 保 持
部 に 保 持 さ せ て 、 観 察 し た い 術 部 に 対 向 配 置 し た 状 態 で 、 そ の 関 節 を 固 定 す る こ と に よ り
、 内 視 鏡 の 視 野 が ず れ な い た め 、 手 術 を 集 中 し て 行 な え る の で 、 効 率 よ く 手 術 を 行 な う こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 医 療 器 具 保 持 装 置 は 、 内 視 鏡 が 保 持 さ れ る 保 持 部 近 傍 に 設 け ら れ
る 移 動 操 作 用 の 把 持 部 を 有 す る 。 関 節 の ブ レ ー キ の 固 定 ・ 解 除 を 行 う た め 、 図 １ ２ に 示 す
よ う に 内 視 鏡 １ の 挿 入 軸 に 略 直 交 さ せ て 把 持 部 ２ を 設 け て 、 こ の 把 持 部 ２ に 対 し て ２ 個 の
操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ を 略 対 称 に 設 け ら れ る 。 こ の ２ つ の 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ は 、
例 え ば 図 １ ３ に 示 す よ う に 術 者 が 把 持 部 ２ を 握 り 、 そ の 親 指 と 人 差 し 指 で 、 同 時 に 押 圧 操
作 さ れ た 状 態 で 、 ブ レ ー キ が 作 動 さ れ て 各 関 節 の 固 定 を 解 除 す る 。 つ ま り 、 ２ つ の 操 作 ス
イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ が 同 時 に 押 さ れ た 状 態 以 外 で は 、 各 関 節 の 固 定 が 解 除 さ れ な い 構 成 と な
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っ て お り 、 手 術 中 に お い て 、 ブ レ ー キ 解 除 と い う 誤 操 作 に 気 を 取 ら れ ず に 手 術 に 集 中 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て は 、 そ の 関 節 の ブ レ ー キ が 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、
術 者 の ア ー ム へ の 接 触 で 動 か な い よ う に 、 大 き な 固 定 力 が 要 求 さ れ 、 そ の 固 定 が 解 除 さ れ
た フ リ ー 状 態 で 、 保 持 し た 医 療 器 具 を 軽 く 移 動 可 能 に 構 成 す る こ と が 要 求 さ れ 、 し か も 、
故 障 等 を 考 慮 し て 常 に 、 ブ レ ー キ が 固 定 さ れ た 状 態 を 維 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ８ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 医 療 器 具 保 持 装 置 で は 、 例 え ば 脳 外 科 に 適 用 す る 場 合 、 周 囲 に
各 種 の 機 材 が 配 さ れ た 手 術 室 で 、 手 術 の 進 行 に 合 わ せ て 移 動 さ れ る こ と が あ り 、 そ の 周 囲
の 機 材 を 含 め て 移 動 さ せ る 際 に 、 他 の 機 材 と の 干 渉 に よ っ て 意 図 し な い 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ
， ３ ｂ が 押 さ れ て し ま う 状 態 が 起 こ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 前 述 し た 医 療 器 具 保 持 装 置 を 用 い て 手 術 を 行 う 場 合 、 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ を
備 え る と と も に 、 医 療 器 具 を 保 持 す る 把 持 部 ２ を 含 む 多 関 節 の ア ー ム は ド レ ー プ に よ っ て
覆 わ れ て い る 。 従 っ て 、 手 術 中 に 医 療 器 具 を 回 動 し た り 、 ア ー ム を 回 動 さ せ る と 、 ド レ ー
プ が 突 っ 張 ら れ て ド レ ー プ に よ っ て 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ が 押 さ れ て し ま う 状 態 が 起 こ
り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 場 合 、 前 述 の よ う に 、 せ っ か く ２ つ の 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ を 設 け 、 こ れ
ら 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ が 同 時 に 押 さ れ た 状 態 以 外 で は 、 各 関 節 の 固 定 が 解 除 さ れ な い
構 成 と し て も 、 術 者 は 常 に 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ の 状 態 を 気 に か け て い る 必 要 が あ り 、
手 術 に 集 中 で き な い と い う 事 情 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 簡 易 な 構
成 で 、 且 つ 、 簡 便 に し て 、 容 易 に 関 節 の 高 精 度 な 固 定 ・ 解 除 操 作 を 実 現 し 得 る よ う に し た
医 療 器 具 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、 前 記
ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力
手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お
い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず れ か 一 つ の 操 作 信 号 が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合
、 残 り の 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に よ っ て 成 立 す る 動 作 を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 操 作 者 が 把 持 し て 前 記 ア ー ム を 操 作 す る
保 持 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 前 記 制 御 部 は 、 前 記 保 持 部 に 保 持 さ れ た 医 療 器 具 を 移
動 可 能 な 状 態 と 移 動 不 能 な 状 態 に 切 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の 入 力 結 果
に 基 づ い て 動 作 を 制 限 し た と き 、 操 作 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ は 、 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持
部 と 、 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制
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御 す る 制 御 部 と を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず
れ か 一 つ の 操 作 信 号 の み が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合 、 操 作 者 に そ の 状 態 を 報 知 す る 報 知 手
段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で 、 且 つ 、 簡 便 に し て 容 易 に 関 節 の 高 精 度 な 固 定 ・ 解 除
操 作 を 実 現 し 得 る よ う に し た 医 療 器 具 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 、 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 支 持 基 部 １ ０ は 、
例 え ば 床 や ベ ッ ド 等 の 取 付 体 １ １ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 支 持 基 部 １ ０ に は 、
ア ー ム １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ が 、 順 に 関 節 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ を 介 し て 回 動 自 在 に
連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 先 端 の ア ー ム １ ２ ａ に は ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ を 介 し て 医 療 器
具 取 付 け 用 の 保 持 部 １ ５ が 取 付 け ら れ る 。 こ の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ に は 、 流 体 ク ラ ッ チ
２ ８ ｄ が 内 蔵 さ れ て い る 。 こ の 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ｄ は 、 制 御 手 段 を 構 成 す る 制 御 ボ ッ ク ス
１ ６ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の 制 御 ボ ッ ク ス １ ６ を 介 し て 駆 動 制 御 さ れ る 。 即 ち 、 流 体 ク
ラ ッ チ ２ ８ ｄ は 、 そ の 流 体 圧 の 有 無 に 応 じ て ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ の 固 定 解 除 ・ 位 置 固 定
を 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 保 持 部 １ ５ に は 、 患 者 を 処 置 、 観 察 す る た め の 医 療 器 具 と し て 例 え ば 内 視 鏡 １ ７ が 挿 入
さ れ て 支 持 さ れ る 。 ま た 、 こ の 保 持 部 １ ５ の 上 下 部 に は 入 力 手 段 と し て マ イ ク ロ ス イ ッ チ
か ら な る 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ
ッ チ １ ８ ， １ ９ は 、 前 記 制 御 ボ ッ ク ス １ ６ を 介 し て 前 記 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ の 流 体 ク ラ
ッ チ ２ ８ ｄ 及 び 前 記 関 節 １ ３ ａ ～ １ ３ ｃ に そ れ ぞ れ 後 述 す る よ う に 配 さ れ る 流 体 ク ラ ッ チ
に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ の 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 図 ２ に 示 す よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 前 記 保 持 部 １ ５ に は 例 え ば 内 視 鏡 １ ７ が 着 脱 自 在 に 挿 着 さ れ る
。 そ し て 、 こ の 保 持 部 １ ５ の 内 視 鏡 取 付 け 部 位 の 近 傍 に は 、 凹 状 の 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ
チ 収 容 部 ２ ０ ， ２ １ が 互 い に 対 向 し て 設 け ら れ 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ 収 容 部 ２ ０
， ２ １ に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ の 操 作 方 向 が 略 逆 に な る よ う に 収 容 配 置
さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ は 、 前 記 制 御 ボ ッ ク ス １ ６ に 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の う ち 第 １ の ス イ ッ チ 収 容 部 ２ ０ に は 、 ス イ ッ チ レ バ ー ２ ２ が 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ に
対 向 し て ヒ ン ジ ２ ３ を 介 し て 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の ス イ ッ チ レ バ ー ２ ２ に は 、 第 １ の
ば ね 部 材 ２ ４ を 介 し て 時 計 方 向 （ 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ の オ ン 方 向 ） に 付 勢 力 が 付 与 さ れ て
い る 。 こ の 第 １ の ば ね 部 材 ２ ４ の 基 端 部 に は 、 操 作 力 量 調 整 操 作 部 材 ２ ５ の 先 端 部 に 調 整
自 在 に 係 合 さ れ る 。 こ の 操 作 力 量 調 整 操 作 部 材 ２ ５ は 、 そ の 中 間 部 が 保 持 部 １ ５ に 螺 合 調
整 自 在 に 支 持 さ れ 、 そ の 基 端 部 に 操 作 部 ２ ６ が 操 作 可 能 に 保 持 部 よ り 突 出 し て 設 け ら れ る
。 こ れ に よ り 、 操 作 力 量 調 整 操 作 部 材 ２ ５ は 、 そ の 回 転 操 作 に よ り 、 第 １ の ば ね 部 材 ２ ４
に 対 向 し て 移 動 さ れ 、 該 第 １ の ば ね 部 材 ２ ４ の 付 勢 力 を 可 変 設 定 し て 、 前 記 ス イ ッ チ レ バ
ー ２ ２ の 操 作 力 量 を 可 変 設 定 し て い る 。 他 方 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 収 容 部 ２ １ に は 、 凹 形
状 の ス イ ッ チ カ バ ー ２ ６ が ば ね 部 材 ２ ７ を 介 し て 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ １ ９ に 対 向 し て 押 圧
操 作 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 関 節 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ に は 、 空 気 圧 の 周 知 の 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ， ２
８ ｂ ， ２ ８ ｃ が 内 蔵 さ れ た 関 節 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ を 介 し て 順 に 連 結 さ れ て い る 。 こ
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の 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ は 、 圧 力 が 加 わ る と ク ラ ッ チ の 固 定 が 解 除 さ れ る
構 成 と な っ て い る 。 な お 、 ア ー ム １ ２ ａ に は 、 前 記 保 持 部 １ ５ が 、 同 様 に 流 体 ク ラ ッ チ ２
８ ｄ が 内 蔵 さ れ る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ を 介 し て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 こ れ ら の 流
体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ は 配 管 を 介 し て 電 磁 弁 ２ ９ に 連 結 さ れ て い る
。 電 磁 弁 ２ ９ は 例 え ば 手 術 室 に 設 け ら れ た ガ ス ボ ン ベ 等 の 図 示 し な い 流 体 圧 力 源 ２ ９ ａ が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ３ ０ の
ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ に 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ は 判 断 回 路 ３ ２ を 介 し て 駆 動 制
御 回 路 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 駆 動 制 御 回 路 ３ ３ は 電 磁 弁 ２ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ は 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ の オ ン ・ オ フ 状 態 を 検 出 し
、 両 方 が 同 時 に オ ン さ れ た こ と を 判 断 回 路 ３ ２ が 判 断 し た と き 、 駆 動 制 御 回 路 ３ ３ に 信 号
を 出 力 し 、 駆 動 制 御 回 路 ３ ３ は 電 磁 弁 ２ ９ を 開 弁 す る 駆 動 信 号 を 出 力 す る よ う に な っ て い
る 。 電 磁 弁 ２ ９ が 開 弁 さ れ る と 、 流 体 圧 力 源 ２ ９ ａ か ら 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２
８ ｃ ， ２ ８ ｄ に 流 体 圧 力 が 加 わ り 、 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ が 解 除
さ れ て 関 節 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 及 び ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ が フ リ ー と な る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ の う ち 、 い ず れ か 一 方 が オ ン の 場 合 、 判 断
回 路 ３ ２ が 片 押 し で あ る と 判 断 し 、 駆 動 制 御 回 路 ３ ３ に 信 号 を 出 力 し な い た め 、 電 磁 弁 ２
９ は 閉 弁 状 態 に あ る 。 電 磁 弁 ２ ９ が 閉 弁 状 態 で あ る と 、 流 体 圧 力 源 ２ ９ ａ か ら 流 体 ク ラ ッ
チ ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ に 流 体 圧 力 が 加 わ ら な い た め 、 流 体 ク ラ ッ チ ２ ８ ａ ，
２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ が 締 結 さ れ て 関 節 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ は ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 制 御 部 ３ ０ に つ い て 説 明 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ７ を 保 持 す る 保 持
部 １ ５ に 設 け ら れ た 入 力 手 段 と し て の 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ と 第 ２ の ス イ ッ チ １ ９ は ス イ ッ
チ 検 出 回 路 ３ １ に 接 続 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ は 、 電 磁 弁 ２ ９ に 電 気 的 に 接 続 さ
れ 、 電 磁 弁 ２ ９ を オ ン ・ オ フ す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ に は 報 知 手 段 と し て の ブ ザ ー ３ ４ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ が 接 続 さ れ 、 さ ら
に 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ が オ ン さ れ て い る 時 間 を 計 測 す る タ イ マ ー ３ ６ が 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ３ １ の 作 用 を 図 ５ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 説 明 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ で 、 第 １ の ス イ ッ チ １ ８ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｎ Ｏ の 場 合 に は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ に 移 っ て 第 ２ の ス イ ッ チ １ ９ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｎ Ｏ の 場 合 に は 、
ス テ ッ プ Ｓ ３ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 移 っ て ブ ザ ー
３ ４ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 移 っ
て タ イ マ ー ３ ６ が ク リ ア さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 移 っ て 第 ２ の ス イ ッ チ １ ９
が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ
Ｎ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 移 っ て ブ ザ ー ３ ４ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 移 っ て
Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ ２ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が ク リ ア さ れ て ス
タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 及 び ス テ ッ プ Ｓ ７ で Ｎ Ｏ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １
２ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が 動 作 中 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で 、 Ｎ Ｏ の 場
合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 移 っ て タ イ マ ー 動 作 を 開 始 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 移 っ
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て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 移 っ て ブ ザ ー ３ ４ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ６ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ が Ｏ Ｆ Ｆ さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 、 つ ま り タ イ マ ー ３ ６ が 動 作 中 で あ る と 判 断 す る と 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が 、 所 定 時 間 、 例 え ば ３ 秒 以 上 経 過 し た か 否 か を 判
断 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に 移 っ て 電 磁 弁
２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に 移 っ て ブ ザ ー ３ ４ が Ｏ Ｎ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に 移 っ て Ｌ Ｅ
Ｄ ３ ５ が Ｏ Ｎ さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で 、 Ｎ Ｏ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １
４ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 移 っ て ブ ザ ー ３ ４ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ６ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ が Ｏ Ｆ Ｆ さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ま り 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ の い ず れ か 一 方 が Ｏ Ｎ さ れ て 所 定 時 間 （ 本
実 施 形 態 で は ３ 秒 ） を 経 過 し た 場 合 に は 、 ブ ザ ー ３ ４ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ が Ｏ Ｎ さ れ て 術 者 に
異 常 で あ る こ と を 報 知 す る 。 従 っ て 、 手 術 中 に 内 視 鏡 １ ７ を 回 動 し た り 、 ア ー ム １ ２ ａ 、
１ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ を 回 動 さ せ た 際 に 、 ド レ ー プ が 突 っ 張 ら れ て ド レ ー プ に よ っ て 第 １ 及 び 第
２ の ス イ ッ チ １ ８ 、 １ ９ の い ず れ か 一 方 が 押 さ れ て し ま っ た り 、 他 の 機 器 と の 干 渉 に よ っ
て 意 図 し な い 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ 、 １ ９ の い ず れ か 一 方 が Ｏ Ｎ さ れ て し ま う 状 態
が 起 っ て も 、 報 知 手 段 に よ り 術 者 が そ の 状 態 を 認 識 で き る た め 、 常 に 気 を 配 っ て い る 必 要
は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ７ が 保 持 さ れ る 保
持 部 近 傍 に 設 け ら れ る 移 動 操 作 用 の 保 持 部 １ ５ に 、 ア ー ム １ ２ ａ ,１ ２ ｂ ,１ ２ ｃ に お け る
関 節 の 流 体 ク ラ ッ チ の 固 定 ・ 解 除 を 行 う た め に 、 ２ 個 の 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ を 略 対 称
に 設 け る と と も に 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ を 設 け た も の で あ る 。 こ の ２ つ の 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ
は 、 術 者 が 保 持 部 １ ５ を 握 り 、 そ の 親 指 と 人 差 し 指 で 、 同 時 に 押 圧 操 作 さ れ た と き 、 流 体
ク ラ ッ チ が 作 動 さ れ て 各 関 節 の 固 定 を 解 除 す る 。 つ ま り 、 ２ つ の 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ
が 同 時 に 押 さ れ た 状 態 以 外 で は 、 各 関 節 の 固 定 が 解 除 さ れ な い 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 医 療 器 具 支 持 装 置 に お い て も 、 手 術 中 に 内 視 鏡 １ ７ を 回 動 し た り
、 ア ー ム １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ を 回 動 さ せ る と 、 ド レ ー プ が 突 っ 張 ら れ て ド レ ー プ に よ
っ て 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ が 押 さ れ て し ま っ た り 、 他 の 機 器 と の 干 渉 に よ っ て 意 図 し な
い 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ 、 ３ ｂ が Ｏ Ｎ さ れ て し ま う こ と が 考 え ら れ る た め 、 図 ７ に 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト に 示 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 、 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｎ Ｏ の
場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に 移 っ て 操 作 ス イ ッ チ ３ ｂ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｎ Ｏ
の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
４ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が ク リ ア
さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に 移 っ て 操 作 ス イ ッ チ ３
ｂ が Ｏ Ｎ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９
が Ｏ Ｎ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ
Ｓ ２ ９ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が ク リ ア さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 及 び ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ で Ｎ Ｏ の 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ３ ０ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が 動 作 中 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ で 、 Ｎ Ｏ
の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に 移 っ て タ イ マ ー 動 作 を 開 始 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に
移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ が Ｏ Ｆ Ｆ
さ れ て ス タ ー ト に 戻 る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 、 つ ま り タ イ マ ー ３ ６ が 動 作 中 で あ る と 判 断 す る と 、
ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に 移 っ て タ イ マ ー ３ ６ が ３ 秒 以 上 経 過 し た か 否 か を 判 断 す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ ４ で 、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ６ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ が Ｏ Ｎ さ れ る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に 移 り 、 操 作 ス イ
ッ チ ３ ａ ,３ ｂ が 両 方 と も Ｏ Ｆ Ｆ で あ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｎ Ｏ の 場 合 に は 繰 り 返 し 判 断 し
、 Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 に は ス タ ー ト に 戻 る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ で 、 Ｎ Ｏ の 場 合 に は 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ２ に 移 っ て 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 移 っ て Ｌ Ｅ Ｄ ３ ７ が Ｏ Ｆ Ｆ さ れ
て ス タ ー ト に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 つ ま り 、 把 持 部 １ ５ に 設 け た 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ の い ず れ か 一 方 が Ｏ Ｎ さ れ て 所 定
時 間 （ 本 実 施 形 態 で は ３ 秒 ） を 経 過 し た 場 合 に は 、 電 磁 弁 ２ ９ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な り 、 ア ー
ム １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ が ロ ッ ク さ れ て 不 用 意 に 回 動 す る こ と は な い 。 同 時 に Ｌ Ｅ Ｄ ３
７ が Ｏ Ｎ さ れ て 術 者 に 異 常 で あ る こ と を 報 知 す る 。 こ の 状 態 は 操 作 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ が
両 方 同 時 に Ｏ Ｆ Ｆ に な っ た と き の み 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ は 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ８ は 医 療 器 具 保 持 装 置 の 斜 視 図 、 図 ９ は 電 動
視 野 駆 動 部 の 斜 視 図 、 図 １ ０ は 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成
部 分 は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 先 端 の ア ー ム １ ２ ａ に は ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ ４ を 介 し て 保 持 部 ２ ０
４ が 設 け ら れ 、 こ の 保 持 部 ２ ０ ４ に は 内 視 鏡 １ ７ が 保 持 さ れ て い る 。 保 持 部 ２ ０ ４ に は 後
述 す る 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ が 設 け ら れ 、 内 視 鏡 １ ７ を Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 方 向 に 移 動
し て 観 察 方 向 を 変 更 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ は 制 御 ボ ッ
ク ス ２ ０ ５ を 介 し て フ ッ ト ス イ ッ チ 部 ２ ０ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ９ に 基 づ い て 、 保 持 部 ２ ０ ４ 、 制 御 ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 及 び フ ッ ト ス イ ッ チ 部 ２ ０
６ に つ い て 説 明 す る 。 制 御 ボ ッ ク ス ２ ０ ５ に は ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ 及 び モ ー タ 制 御 回
路 ２ ０ ８ が 設 け ら れ 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ に は 電 磁 弁 ２ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に
、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ に は フ ッ ト ス イ ッ チ 部 ２ ０ ６ の 内 視 鏡 １ ７ を 上 下 方 向 及 び 左 右
方 向 に 移 動 す る た め の ４ 方 向 ス イ ッ チ を 有 す る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ と 駆 動 ス
イ ッ チ ２ １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 保 持 部 ２ ０ ４ に は 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ 、 １ ９ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ １ が 設 け ら れ 、 こ
れ ら は ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 保 持 部 ２ ０ ４ に は Ｘ 軸 モ ー タ
２ １ ２ 、 Ｙ 軸 モ ー タ ２ １ ３ 及 び Ｚ 軸 モ ー タ ２ １ ４ が 設 け ら れ 、 こ れ ら は モ ー タ 制 御 回 路 ２
０ ８ と 接 続 さ れ 、 前 記 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ
ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ の 操 作 に よ っ て モ ー タ 制 御 回 路 ２ ０ ８ は 保 持 部 ２ ０ ４ に 設 け ら れ た Ｘ 軸
モ ー タ ２ １ ２ 、 Ｙ 軸 モ ー タ ２ １ ３ 及 び Ｚ 軸 モ ー タ ２ １ ４ を 同 時 ま た は 選 択 的 に 駆 動 し て 内
視 鏡 １ ７ の 視 野 を 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 Ｘ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ ａ 、
Ｙ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ３ ａ 及 び Ｚ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 Ｘ 軸 ハ ウ ジ ン グ
２ １ ２ ａ に は Ｘ 軸 モ ー タ ２ １ ２ が 取 付 け ら れ 、 こ の モ ー タ 軸 に は ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ５ が 設
け ら れ て い る 。 こ の ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ５ に は Ｘ 軸 ラ ッ ク ２ １ ５ ａ が 噛 合 さ れ 、 こ の Ｘ 軸 ラ
ッ ク ２ １ ５ ａ は Ｘ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ ａ に Ｘ 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｘ 軸 ラ ッ ク ２ １ ５ ａ に は Ｙ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 Ｙ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２
１ ３ ａ に は Ｙ 軸 モ ー タ ２ １ ３ が 取 付 け ら れ 、 こ の モ ー タ 軸 に は ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ６ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ６ に は Ｙ 軸 ラ ッ ク ２ １ ６ ａ が 噛 合 さ れ 、 こ の Ｙ 軸 ラ ッ
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ク ２ １ ６ ａ は Ｙ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ３ ａ に Ｙ 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｙ 軸 ラ ッ ク ２ １ ６ ａ に は Ｚ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 Ｚ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２
１ ４ ａ に は Ｚ 軸 モ ー タ ２ １ ４ が 取 付 け ら れ 、 こ の モ ー タ 軸 に は ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ７ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の ピ ニ オ ン ギ ア ２ １ ７ に は Ｚ 軸 ラ ッ ク ２ １ ７ ａ が 噛 合 さ れ 、 こ の Ｚ 軸 ラ ッ
ク ２ １ ７ ａ は Ｚ 軸 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ４ ａ に Ｚ 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、
Ｚ 軸 ラ ッ ク ２ １ ７ ａ に 内 視 鏡 １ ７ が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 述 し た 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ 、 １ ９ は 、 術 者 が 保 持 部 ２ ０ ４ を
握 り 、 例 え ば 、 親 指 と 人 差 し 指 で 、 同 時 に 押 圧 操 作 さ れ た と き 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７
を 介 し て 電 磁 弁 ２ ９ が 作 動 さ れ て 各 関 節 の 流 体 ク ラ ッ チ の 固 定 を 解 除 す る 。 さ ら に 、 第 １
及 び 第 ２ の ス イ ッ チ １ ８ ， １ ９ が 同 時 に 押 さ れ た 状 態 以 外 で は 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７
に よ り 、 各 関 節 の 固 定 が 解 除 さ れ な い 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 片 側 の ス イ ッ チ の み が 所
定 時 間 （ ３ ｓ ） 以 上 Ｏ Ｎ さ れ 続 け る と 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ か ら の 信 号 で Ｌ Ｅ Ｄ ２ １
１ が 点 灯 し 、 術 者 に 異 常 を 知 ら せ る の は 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 部 ２ ０ ６ の ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ を 操 作 し て 方 向 を 定
め た 後 、 駆 動 ス イ ッ チ ２ １ ０ を オ ン す る と 、 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ が 駆 動 す る よ う に な
っ て い る 。 そ し て 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ と 駆 動 ス イ ッ チ ２ １ ０ と が 同 時 に オ
ン 操 作 さ れ た と き 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ 及 び モ ー タ 制 御 回 路 ２ ０ ８ を 介 し て 電 動 視 野
駆 動 部 ２ ０ ４ ａ の Ｘ 軸 モ ー タ ２ １ ２ 、 Ｙ 軸 モ ー タ ２ １ ３ 及 び Ｚ 軸 モ ー タ ２ １ ４ が 駆 動 さ れ
る 。 さ ら に 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ と 駆 動 ス イ ッ チ ２ １ ０ の 片 側 の み が 所 定 時
間 以 上 Ｏ Ｎ さ れ 続 け た 状 態 で は 、 ス イ ッ チ 検 出 回 路 ２ ０ ７ か ら の 信 号 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ ２ １
１ が 点 灯 し て 術 者 に 報 知 す る と と も に 、 電 動 視 野 駆 動 部 ２ ０ ４ ａ の Ｘ 軸 モ ー タ ２ １ ２ 、 Ｙ
軸 モ ー タ ２ １ ３ 及 び Ｚ 軸 モ ー タ ２ １ ４ が 駆 動 不 能 に ロ ッ ク さ れ て 視 野 を 変 更 で き な い 構 成
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ １ は 第 ３ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 し 、 内 視 鏡 １ ７ を 保 持 す る 保 持 部 ２ ０ ４ に ジ ョ イ
ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ と 駆 動 ス イ ッ チ ２ １ ０ と を 設 け 、 保 持 部 ２ ０ ４ を 把 持 し な が ら
ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ス イ ッ チ ２ ０ ９ と 駆 動 ス イ ッ チ ２ １ ０ を 操 作 可 能 と し た も の で あ る 。 こ
の 変 形 例 に よ れ ば 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 部 ２ ０ ６ が 不 要 と な り 、 構 成 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 医 療 器 具 と し て 内 視 鏡 を 用 い て 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が
、 こ れ に 限 る こ と な く 、 各 種 の 処 置 具 を 含 む 医 療 器 具 の 支 持 構 造 と し て 用 い る こ と が 可 能
で 、 略 同 様 の 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 ３ 関 節 の ア ー ム 構 造 に 適 用 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ の 数
に 限 る こ と な く 、 各 種 の ア ー ム 構 造 に お い て も 適 用 可 能 で あ り 、 略 同 様 の 効 果 を 期 待 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 前 記 実 施 形 態 に は
、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合 せ に
よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 を 得 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 １ ） 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部
と 、 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制 御
す る 制 御 部 と を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず れ
か 一 つ の 操 作 信 号 が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合 、 残 り の 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に よ っ て 成 立 す
る 動 作 を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 ２ ） 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 操 作 者 が 把 持 し て 前 記 ア ー ム を 操 作 す る 保 持 部 に 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 ３ ） 前 記 制 御 部 は 、 前 記 保 持 部 に 保 持 さ れ た 医 療 器 具 を 移 動 可 能 な 状 態 と 移 動 不
能 な 状 態 に 切 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ま た は ２ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 ４ ） 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の 入 力 結 果 に 基 づ い て 動 作 を 制 限 し た と き 、 操
作 者 に 報 知 す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 医
療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 付 記 ５ ） 前 記 入 力 手 段 は 、 ス イ ッ チ レ バ ー を 有 す る マ イ ク ロ ス イ ッ チ で あ る こ と を 特
徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 付 記 ６ ） 前 記 報 知 手 段 は 、 ブ ザ ー ま た は Ｌ Ｅ Ｄ ま た は こ れ ら の 組 合 せ で あ る こ と を 特
徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 付 記 ７ ） 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部
と 、 前 記 保 持 部 に 設 け ら れ 前 記 医 療 器 具 を Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 保 持 す る
電 動 駆 動 部 と 、 前 記 電 動 駆 動 部 を 操 作 す る 操 作 部 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 医 療 器 具
保 持 装 置 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 付 記 ８ ） 前 記 医 療 器 具 は 、 内 視 鏡 で あ り 、 前 記 電 動 駆 動 部 に よ っ て 視 野 移 動 が 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ７ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 付 記 ９ ） 前 記 電 動 駆 動 部 は 、 Ｘ 軸 モ ー タ 、 Ｙ 軸 モ ー タ 及 び Ｚ 軸 モ ー タ を 備 え 、 こ れ ら
モ ー タ が 同 時 ま た は 選 択 的 に 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ７ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 付 記 １ ０ ） 前 記 操 作 部 は 、 駆 動 ス イ ッ チ と ４ 方 向 ス イ ッ チ を 備 え た フ ッ ト ス イ ッ チ 部
で あ り 、 前 記 駆 動 ス イ ッ チ と ４ 方 向 ス イ ッ チ が 同 時 に オ ン さ れ た と き に は 、 前 記 電 動 駆 動
部 を 駆 動 し 、 前 記 ス イ ッ チ の い ず れ か 一 方 が 所 定 時 間 オ ン さ れ た と き に は 前 記 電 動 駆 動 部
を ロ ッ ク す る 制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ７ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 付 記 １ １ ） 前 記 操 作 部 は 、 前 記 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持 部 に 、 駆 動 ス イ ッ チ と ４ 方 向
ス イ ッ チ を 備 え 、 前 記 駆 動 ス イ ッ チ と ４ 方 向 ス イ ッ チ が 同 時 に オ ン さ れ た と き に は 、 前 記
電 動 駆 動 部 を 駆 動 し 、 前 記 ス イ ッ チ の い ず れ か 一 方 が 所 定 時 間 オ ン さ れ た と き に は 前 記 電
動 駆 動 部 を ロ ッ ク す る 制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ７ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装
置 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 付 記 １ ２ ） 多 関 節 か ら な る ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム に 設 け ら れ 医 療 器 具 を 保 持 す る 保 持
部 と 、 少 な く と も ２ つ の 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 操 作 信 号 に 基 づ い て 前 記 ア ー ム を 制
御 す る 制 御 部 と を 備 え た 医 療 器 具 保 持 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 力 手 段 の い ず
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れ か 一 つ の 操 作 信 号 の み が 所 定 時 間 操 作 さ れ た 場 合 、 操 作 者 に そ の 状 態 を 報 知 す る 報 知 手
段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 付 記 １ ３ ） 前 記 報 知 手 段 は 、 ブ ザ ー ま た は Ｌ Ｅ Ｄ ま た は こ れ ら の 組 合 せ で あ る こ と を
特 徴 と す る 付 記 １ ２ 記 載 の 医 療 器 具 保 持 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 医 療 器 具 保 持 装 置 の 構 成 を 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 保 持 部 の 一 部 を 断 面 し た 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 制 御 部 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の 制 御 部 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 保 持 部 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 医 療 器 具 保 持 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 同 実 施 形 態 の 電 動 視 野 駆 動 部 の 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 形 態 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ １ 】 同 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 保 持 部 の 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 保 持 部 の 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 保 持 状 態 に お け る ス イ ッ チ と の 位 置 関 係 を 示 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ … ア ー ム 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ … 関 節 、 １ ５ … 保 持 部 、 １
６ … 制 御 ボ ッ ク ス 、 １ ７ … 内 視 鏡 （ 医 療 器 具 ） 、 ２ ０ … 第 １ の ス イ ッ チ （ 入 力 手 段 ） 、 ２
１ … 第 ２ の ス イ ッ チ （ 入 力 手 段 ） 、 ２ ０ ０ … ス イ ッ チ 検 出 回 路 （ 制 御 部 ）
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

(13) JP 2005-204999 A 2005.8.4



フロントページの続き

(72)発明者  中西　一仁
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  植田　昌章
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
(72)発明者  大塚　聡司
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 3C007 AS35  BS29  BT06  BT15  CT05  CV08  CW08  CX05  CX07  HS27 
　　　　 　　        HT22  HT39  MS12  MS30  XF01  XF03  XF06  XF09 
　　　　 　　  4C061 GG13  JJ11 

(14) JP 2005-204999 A 2005.8.4



专利名称(译) 医疗器具保持装置

公开(公告)号 JP2005204999A 公开(公告)日 2005-08-04

申请号 JP2004015671 申请日 2004-01-23

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 塩田敬司
中西一仁
植田昌章
大塚聡司

发明人 塩田 敬司
中西 一仁
植田 昌章
大塚 聡司

IPC分类号 B25J1/00 A61B1/00 A61B17/00 A61B19/00 B25J19/06

CPC分类号 A61B34/75 A61B34/74 A61B90/50 A61B2017/00367 A61B2090/0801

FI分类号 A61B19/00.502 A61B1/00.300.B B25J1/00 B25J19/06 A61B1/00.650 A61B1/00.654 A61B34/30 
A61B90/50

F-TERM分类号 3C007/AS35 3C007/BS29 3C007/BT06 3C007/BT15 3C007/CT05 3C007/CV08 3C007/CW08 3C007
/CX05 3C007/CX07 3C007/HS27 3C007/HT22 3C007/HT39 3C007/MS12 3C007/MS30 3C007/XF01 
3C007/XF03 3C007/XF06 3C007/XF09 4C061/GG13 4C061/JJ11 3C707/AS35 3C707/BS29 3C707
/BT06 3C707/BT15 3C707/CT05 3C707/CV08 3C707/CW08 3C707/CX05 3C707/CX07 3C707/HS27 
3C707/HT22 3C707/HT39 3C707/MS12 3C707/MS30 3C707/XF01 3C707/XF03 3C707/XF06 3C707
/XF09 4C161/GG13 4C161/JJ11

代理人(译) 河野 哲

其他公开文献 JP4472365B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：简单，容易地进行高精度的关节固定/释放操作。 
ŽSOLUTION：该医疗器械保持装置包括：多关节臂12a，12b，12c;保
持部分15设置在臂上以保持内窥镜17作为医疗器械;至少两个开关18,19
作为输入装置;开关检测电路31作为控制部分，用于根据开关的操作信号
控制臂。在开关检测电路31中，当开关的操作信号之一被操作预定时间
时，由另一个开关的操作信号建立的操作受到限制。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ae67138f-31e3-482e-bce8-ad1407865c67
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034631947/publication/JP2005204999A?q=JP2005204999A

